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研究成果の概要（和文）：本研究は、史上初の地図帳であり1570年から1641年まで48版を出版したオルテリウス
の『世界の舞台』に掲載された全地図を収集・分析することで、世界諸地域間の階層・序列化の思考プロセスと
統合システム、すなわち「目的を達成させる世界」（ドメイン、domains）を明らかにすることを目的とした。
その結果、大航海時代の成果といわれるにもかかわらず、アメリカ＝新大陸はアフリカ大陸、ロシアと同様に世
界の周縁に位置づけられ、一方でアジアは伝説とかかわる歴史世界から現れ、日本地図を大縮尺で加えることで
ヨーロッパの共時的世界に引き込まれたこと、またヨーロッパ西部の内陸部に次第に西進する重点化地方を見出
した。

研究成果の概要（英文）：The first atlas: Ortelius' Theatrum Orbis Terrarum published 48 editions 
from 1570 to 1641.This study intended to clarify the order between world areas through the process 
of making it by analyzing all 177 maps and find the unification system in the Early Modern Europe.
We found the most important areas in the West Europe as a triangle zone of the inland,that gradually
 advanced to the West.The New World: America was placed periphery of the world,similarly African 
Continent and Russia.In Asia,though the regions were originally belonged to the diachronic world as 
a saga, but drawn into the synchronic world of Europe by adding a Japan map by large scale.
West Europe accelerated the time and converted history into the present in the the neighboring world
 areas.

研究分野：ヨーロッパ史

キーワード： 西欧近現代史　史料研究　絵図・地図　グローバル化　政治・社会地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 アブラハム・オルテリウスにより 1570 年
に出版された『世界の舞台』（Theatrum Orbis 
Terrarum）は史上初の地図帳である。その編
集出版には、広く各国から新しい地理・地誌
情報を募り、それらを検証した上で掲載する
手法が採用され、1 年から数年おきに改訂・
増補を繰り返すことで、情報量を飛躍的に増
大させた。同書は 1598 年までに 28版を重ね、
掲載された地図数も初版の 53 枚から 3 年後
には 70 枚、さらに 93 枚、112 枚と増加し、
最終的には 166 枚にいたったとされる（1641
年の死後版）。推定総計で 2 千部をこえる売
り上げを記録し、広く普及するとともに一部
は東アジアにももたらされ、当時の世界認識
における規準となった。 
 しかしその影響力は、同書が世界諸地域を
分類し、ひとつの体系としてまとめあげたこ
と、そしてこれにより地域間に階層・序列化
を生みだしたことにあったといえる。『世界
の舞台』の製作プロセス、その知的活動にお
いて世界は水平方向に広がっただけでなく、
重層的で密度をもつものになったのである。 
 つまり地図の改訂・増補とは、諸地域間の
統合、システム化にほかならない。ある「目
的を達成させる世界」をドメイン（domains）
と称するが、この地図複合こそはまさにドメ
インとして、ヨーロッパの「リ＝イメージン
グ」（語り直し）をおこなったのである。 
 
２．研究の目的 
 だが、オルテリウスの『世界の舞台』は、
これまで単独でしか語られてこなかった。同
書にはその改訂に先行して出版された何版
かの『地図追録』（Additamentum）が存在す
る。これは増補のためのいわばプロトタイプ
であり、地図はそこから取捨選択され、『世
界の舞台』の改訂・増補版へと収録された。
したがって、この『地図追録』との比較等か
ら地域間の関連づけの思考プロセスが明ら
かになるはずである。 
そこで、本研究では『世界の舞台』とその
関連資料をできるかぎり完全に収集し、分析
することで地域間の選択と再配置のプロセ
スを明らかにし、ヨーロッパ近世における
「ドメイン」、すなわち世界地域間の統合シ
ステムを解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 そのため、資料の収集にそれらの所蔵館で
あるドイツ・ベルリンのフンボルト大学、同
州立図書館、シュトゥットガルト大学、ゲッ
ティンゲン大学、ミュンヘン大学図書館、オ
ーストリア・ウィーン大学図書館、ベルギ
ー・アントウェルペン大学図書館、同プラン
タン博物館等を訪れ、資料を閲覧し、可能な
場合はデジタル化での収集をおこなった。 
 また、本研究では地図を歴史的構築物とし
て心像の集合的鏡像と捉えることで、イメー
ジ分析の手法と、いわゆるエゴ・ドキュメン

ト（パーソナル・ナラティヴ）にかかわる資
料を援用することで、地図製作にかかわった
人びとの心性・世界像の分析と比較を試みた。 
 
４．研究成果 
 『世界の舞台』は 1570 年から 1641 年まで
の全刊行期間において本編 35 版、補遺 13 版
のあわせて 48 版が刊行されており、うちラ
テン語版は 16 版（異刷４・増刷１含む）、ド
イツ語版 5版（異刷１含む）、フランス語版 5
版、スペイン語版 4 版、オランダ語版 3 版、
英語版１版、イタリア語版 1版であった。そ
の全刊本における地図は 177 枚、これにパレ
ルゴン（歴史地図）をあわせると全 229 枚に
およぶことがわかった。 
 パレルゴンを除く 177 枚の地図を地域別・
掲載期間によって分類したのが図１である。 

 
図 1：『世界の舞台』全地図の地域と掲載版 

Period of Usage
Orto Area Name 1570 1571-15751576-1580 1581-1585 1586-15901591-15951596-16001601-16051606-1610 1611-1615 1616-16201621-16251626-16301631-16351636-1640 1641
(1) title page
(2) title page
(3) title page
(4) Portrait
1 Typvs Orbis Terrarum
2 Typvs Orbis Terrarum
3 Typvs Orbis Terrarum
4 Europa Evropa
5 Evropa
6 Asia Asiae Nova Descriptio
7 Asia Asiae Nova Descriptio
8 Africa Africae Tabula Nova
9 America Americae sive Novi Orbis
10 Americae sive Novi Orbis
11 Americae sive Novi Orbis
12 Maris Pacifici
13 Hispaniae Novae sivae
14 Culiacane, Americae
15 Peruviae, Florida, Cuastecan
16 Europa (west) Angliae, Scotiae et Hib.
17 Angliae et Hiberniae
18 Scotiae Tabula
19 Angliae, Regni Flor.
20 Anglia Regnum
21 Cambriae Typus
22 Eryn. Hiberniae
23 Irlandiae accurata descri.
24 Açores Insulae
25 Regni Hispaniae
26 Portugalliae
27 (none) Portugalliae
28 Hispalensis Conventus
29 Valentiae Regni
30 Valentiae Regni
31 Carpetania-Guipuscoa-Cadiz
32 Galizia
33 Cataloniae
34 Galliae… descriptio
35 Gallia
36 Gallia
37 Cenomanorum.. Typus- Britanniae … typus.
38 Poictou
39 Biturgum-Limaniae
40 Anjou
41 Isle de France
42 Touraine
43 Blaisois- Lemovicum
44 Caletensium- Veromanduorum
45 Caletensium- Veromanduorum
46 Picardiae … descriptio
47 Provinciae … descriptio
48 Galliae Narb. - Sabaudiae
49 Galliae Nar.- Sabaud.-Venuxini
50 Lorraine
51 Burgundiae Comitatus
52 Burgundiae Comitatus
53 Burgundiae Ducatus- Burgundiae Comitatus
54 Burgundiae Inferioris
55 Lacus Lemani
56 Germania
57 Deutschlanndt
58 Descri.Germania Inf.
59 Inf. Germaniae descr.
60 Lutzenburgensis Duc.
61 Gelriae, Cliviae descr.
62 Gelriae, Cliviae descr.
63 Leodiensis … typus
64 (none) Leodiensis … typus
65 Brabantiae … descriptio
66 Brabantiae … descriptio
67 Limburgensis Ducatus
68 Namurcum Comitatus
69 Hannoniae Comitatus
70 Hannoniae Comitatus
71 Hannoniae Comitatus
72 Atrebatum … descriptio
73 Atresia
74 (none) Artois Atrebatum… Descriptio
75 Flandria
76 Flandria
77 Flandriae Comitatus
78 Zelandicarum … descr.
79 Hollandiae .. descriptio
80 Oost-West Vriesland
81 Frisia Occidentalis
82 Frisia Orientalis descr.
83 Frisia Orientalis
84 Daniae Regni Typus
85 Daniae … Oldenburg
86 Daniae…-Cimbricae
87 Holsatiae…-Rugiae des.
88 Thietmar siae…-Prussiae
89 Thietmar- siae…-Rugiae
90 Thietmar-siae…-Oldenburg
91 Westphaliae… descript.
92 Hassiae …- Holsatiae description
93 Saxoniae, Misniae, Thuringiae … descr.
94 Mansfeldiae … descr.
95 Hennebergensis …- Hassiae descriptio
96 Thuringiae …- Misniae et Lusatiae decsry.
97 Brandenburgensis…
98 Buchaviae.-Waldecc.
99 Braunsvic.- Norimberg.
100 Franciae Or…- Monast.
101 Europa (east) Bohemiae descriptio
102 Silesiae typus
103 Silesiae typus
104 Moraviae … corographia
105 Austriae.. Chorographia
106 Austriae descrip.
107 Europa (west) Salisburgensis … descr.
108 Salisburgensis … descr.
109 Tipus Vindeliciae …
110 Bavariae …
111 Palatinus Bavariae - Wirtenbergensis descr.
112 Palatinus Bavariae - Argentoratensis descr.
113 Wirtenberg. Ducatus
114 Basiliensis …- Suaeviae
115 Helvatiae descriptio ..
116 Tirolis … - Goritiae
117 Italiae… descriptio
118 Italiae… descriptio
119 Fori Iulii … descriptio
120 Veronae urbis terr.
121 Patavini…. Apuliae
122 Patavini…- Tarvisini …
123 Brixiani agri typus
124 Bononiense.- Vicentini.
125 Ducatus Mediolanensis
126 .. Genuensis Ducatus
127 Agri Cremonensis…
128 Pedemontanae .. descr.
129 Larii lacus…- Romani…- Foro Iulii…typus
130 Thusciae description..
131 Florentini .. Descriptio
132 Parmae et Placentiae d.
133 Ducatus Ferrariensis d.
134 Europa (east) Romagna
135 Ducatus Urbini …
136 Perusini agri ..
137 Senensis …- Corsia - Marcha Anconae ..
138 Aprutti .. descriptio
139 Regni Neapolitani .. d.
140 Apuliae ...- Calabriae d.
141 Ins. Aliquot maris mediterranei decri. (6)
142 Ischia
143 Carinthiae …- Histrae …-Zarae et Sebenici descr.
144 Illyricum
145 Schlavoniae, Croatiae, Carniae … nova descr.
146 Graeciae … descriptio … ..
147 Candia - Archipelagi Ins. Aliquot descriptio
148 Cyprus - Candia
149 Cypri insulae … descr.
150 Europa (east) Hungariae descriptio …
151 Ungariae loca …
152 Transilvania
153 Transilvania
154 Poloniae … descriptio
155 Poloniae Lithuaniaeque descriptio
156 Prussiae … descriptio.
157 Prussiae … descriptio.
158 Pomeraniae …- Livoniae…- Osciecz.d.
159 Romaniae descriptio.
160 Septentrionalium … des.
161 Islandia
162 Russia Russiae … description.
163 Tartariae .. Typus.
164 Asia Chinae … description.
165 Iaponiae Insulae desc.
166 Indiae Orient… typus
167 Persici … typus
168 Turcici imp. Descriptio
169 Turcici imp. Descriptio
170 Palestinae … descriptio
171 Palestinae … descriptio
172 Palestinae … descriptio
173 Terra Sancta …
174 Notoliae …-Aegypti …- Carthaginis … typus
175 Presbiteri Iohannis…
176 Barbariae … descriptio
177 Fessae et Marocchi …



 (1)置き去りにされた地域 
縦軸は地域別であり、黄色の部分は西ヨー
ロッパにあたる地域の地図をしめす。したが
って地図の半数以上が西ヨーロッパである。
アメリカ（新大陸）では初期に全体図（地域
図）が 2度改訂されたが、その後は部分（地
方図）を 3枚増補したにとどまる。新大陸の
地図は、ミラー・アトラス（Atlas Miller）
の例を挙げるまでもなく、ポルトラーノ図
（羅針儀海図）を中心にスペイン、ポルトガ
ル両国で大きく発展していたことが推定さ
れるが、『世界の舞台』にはあまり採り入れ
られなかった。太平洋側の北米先端部ではア
ニアン（安寧）など一部のアジアの地名が新
大陸に表示されており、旧態依然としている。
また、ロシアおよびアフリカ地域では一度の
改訂も増補もおこなわれていない。 
 
(2)アジアの漸次的進展 
 他方、緑色の部分はアジアをしめす。アジ
アは近東（トルコ）から中国、極東（日本）
までの広範囲にわたるとはいえ、初版から約
10 年後までには中国の地域図が新規に加え
られ、その約 20 年後には日本の地方図が現
れる（1595 年）。同じアジアでも、インドの
地方図が全期間にわたって一度の改訂もお
こなわれなかったのと対照的である。日本の
地図はポルトガルのイエズス会士ルイス・テ
イシェイラ（Luís Teixeira）によるいわゆ
るテイセラ日本図である（図 2）。 
 さらに近東ではパレスチナの地方図が2度
にわたって改訂され、途中で聖地の地図がつ
け加えられた。したがって、アジアでは近東
と極東の両極において地理・地誌の更新がな
されたのである。 
 

 
図 2：テイセラ日本図（部分） 

 
(3)地図の拡充 
ところで、全体の層序分析では、1590 年頃
と 1605年前後に拡充期があることがわかる。
図 1 横軸上部の黄色でしめした部分である。
上記日本図もこのときに増補されており、各
地域において大縮尺化が始まる。 
また、先述の 177 枚のうちには差し替えら
れた地図も含まれており、この差し替えの事

実も重要である。差し替えは世界全図をはじ
めとして大縮尺化に先行し、アメリカ地域図
や、地方図としてシュレージェン、バイエル
ン、プロイセン、トランシルヴァニア、トル
コ、ソールズベリなどでおこなわれている。
一見すると関連性が乏しいようにおもわれ
るが、これに対して、大縮尺の地図が増補さ
れた地域は現在の西ヨーロッパに集中して
いるため、それらの地域の周辺にあたるもの
であったことがわかる。つまり、特定の地方
の地理が詳細になるにつれて、その周辺の地
理についても更新されたのであろう。 
 図３は改訂・増補の順に追記された地図を
その該当地域に便宜的に当てはめたもので
ある（そのサイズが小さいほど大縮尺にな
る）。ここから、大縮尺の地方図が現在のフ
ランス、ドイツ、イタリアに集中しており、
しかも増改訂が進むにつれてその地方も次
第に西進することがわかる。 

 
図３：ヨーロッパ地方図の増訂地域 
 
(4)ヨーロッパの最重要地域 
 大縮尺であればあるほど、ひとつの地方図
に表現される地理・地誌情報は緻密になる。
したがって、この囲みが小さければ小さいほ
ど、またその重なりが多いほど、大きな関心
が寄せられた地方であったといえる。それら
はヴェストファーレン地方や北海沿岸部、他
方でイタリア北部に集中する。いっぽうでイ
ベリア半島ではヴァレンシアやマドリード
など一部に限定され、北欧では増訂はおこな
われていない。イングランドではとくに南部
とロンドン周辺に大縮尺の地図がみられる
が、それらは最初の増訂で同時におこなわれ
たものであり、その後は増改訂の対象となら
なかった。 
 以上のことから、増改訂の地図の大半を占
めるヨーロッパ西部の地域においても、大き
く見てフランス東部から北海沿岸に向けて
のデンマーク周辺、そしてイタリア北部をそ
れぞれ頂点とするいわば三角地帯が重点的
であり、さらに言えば、沿岸部よりも内陸へ
の志向が強かった。少なくとも 16 世紀末か
ら 17 世紀の初めにおいて、ヨーロッパの最
重要地域は、（『世界の舞台』では）この地帯



であるとみなされ、イングランド、イベリア
半島その他の地方はヨーロッパのなかでも
周辺に位置づけられていたといえる。 
 
(5)世界諸地域の連関 
 そしてグローバルな視点からみれば、アメ
リカ＝新大陸はさらにその周辺にあり、ロシ
アとアフリカ大陸もこれと同様であった。ス
ペインに対する等閑視は、地図の発展という
観点からみても、オルテリウスがその称号を
帯びたスペイン王室の天文学者という立場
から考えても理解しがたいが、しかしオルテ
リウスが内陸部分を描出することに強い指
向性があったとすれば、その稠密度という点
で上記の地域は新規に取り扱うにはいたら
なかったのだろう。オルテリウスがその名を
挙げている地図製作者ディオゴ・オーメン
（Diogo Homen）による南米大陸の地図が、
現在の水準からしても海岸線の再現におい
て遜色ないほど正確であったにもかかわら
ず、である。 
 他方で、それらの地域よりもアジアの地
理・地誌のほうが注視されていたといえる。
近東についてはパレルゴンへとつながる「人
類史」との関係を推測することができるが
（その意味で『世界の舞台』とは、時空をこ
えて人類の活動領域＝舞台すべてを描きき
ることにあったといえる。もちろんその場合
の人類とはキリスト教徒を規準とすること
は疑いを容れない）、極東にかんしてはポル
トガル経由で日本の地図を入手し、インドや
中国よりも大縮尺で掲載したのである。した
がって、この地図帳のなかで日本はヨーロッ
パの地域といわば同格の扱いであった。 
 
(6)アジアの位置づけ 
 ただし、地図帳における各地図の掲載順と
しては、世界全図―地域図（アジア―アフリ
カ―アメリカ）―地方図（イングランド―イ
ベリア半島―……）と進み、小縮尺から大縮
尺へと切り替わりながら、その後ロシア地方
図―アジア地方図（中国―日本―インド―ペ
ルシア―トルコ―パレスチナ―聖地……）と
なっている。この順序は改訂・増補をつうじ
て不変であった。世界全地域のなかでアジア
はロシアよりも後ろに位置づけられていた。 
また、近代の地図帳から考えればアジア地
方図における諸地域のこの並びは特異なも
のである。これを共時的な空間の広がりとそ
の相互影響力という現代的な観点からは、か
ならずしも整理できないのではないだろう
か。 
 
(7)エゴ・ドキュメント 
ここで援用されるのが、オルテリウスがも
っとも多くその地図を採用している地図製
作者クリスティアン・スクローテン
（Christian Sgrooten）によるエゴ・ドキュ
メント（パーソナル・ナラティヴ）である。
スクローテンはオルテリウスと同時代の、し

か も ス ペ イ ン 王 室 の 国 王 天 文 学 者
（Cosmographe du Roy）としてその同輩でも
あった。スクローテンはとくにヴェストファ
ーレン地方の地方図を製作し、その精度は都
市間の距離・方角ともに現代の水準に迫るも
のであった。 
 2 冊目の地図集（アトラス・マドリード）
においてスクローテンは、フェリペ 2世への
献辞として次のようにその世界観を吐露し
ている。「アジアには、タタールとペルシア
の帝国が存在し、アフリカにはイスラームを
追撃するというキリストの王、プレスター・
ジョンの国がございます。いっぽうキリスト
教徒の敵であるトルコ人は各地に跋扈し、奴
隷たちをくびきにつないでおります」。 
 要するに、伝統的なキリスト教的世界観の
ままである。オルテリウスがはたしてこれと
同様の見方をしていたかどうかは不明だが、
スクローテンの言説は、通時的な世界（伝説）
と同時代の共時的な世界が容易に融合しう
るものであったことを示唆している。そこで
『世界の舞台』におけるアジアの並びを見れ
ば、キリスト教世界（Chrisitendom）周辺の
さらに向こう側にあり、異教徒を挟撃する人
びとの住む王国が上記の諸地方に該当する
ように推測されるのである。 
 
(8)信じられた世界 
 このように、アジア地域は伝説より現れな
がら、日本地図をいわば引き綱のようにして
ヨーロッパの共時的世界へと結合されてい
った。他方、新たに「発見」されたアメリカ
は、その地誌が過去の伝説と結びつけられる
ことでヨーロッパの一部となったのである
（小川，メアリ一世のアトラスにおける支配
の徴表，2018）。したがって、逆説的であれ、
科学とは別個の人文学的教養が、世界諸地域
の統合の要因のひとつであったことは間違
いない。 
 いっぽう、ヨーロッパ大陸では、内陸部に
おける（おそらく都市を拠点とした）人間の
活動の増大が重力を生みだし、とくに西ヨー
ロッパの上記の三角地帯へと漸次西進しな
がら世界の中核部分を形成したといえる。 
オルテリウスが参照した個別の地図が製
作された経緯は、政治的・経済的重要性など
さまざまであっただろう。ちなみにスクロー
テンの地図は、スペインによるネーデルラン
ト攻略のために軍事利用されるはずであっ
た。しかし、それらが科学的な正確さを基準
に取捨選択され、さらにひとつの地図帳のな
かで体系化されることで、そうした地図の集
まりが重点的地方を形づくることになった。
それは周辺に位置する地方の地理・地誌を最
新のものへと書き換えながらヨーロッパの
共時的世界を拡大し、やがてアジアやアフリ
カなどの残された通時的・歴史的世界をすべ
て呑み尽くすにいたったのである。 
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